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1 はじめに 
現在スマートウォッチをはじめとしたウェアラブル

デバイスの機能の進化により，身につけるだけで簡単に

ヘルスケアをおこなえるようになった．しかし，ウェア

ラブルデバイスの見た目については搭載する機器によ

って形状やデザインが固定化され，衣服の種類によって

はウェアラブルデバイスの見た目が浮いてしまうとい

う問題がある．デザイン性のある電子工作としては，電

子工作とアクセサリを組み合わせてアクセサリの外観

を阻害せずにインタラクティブに動作するアクセサリ

の開発 [1]がおこなわれているが，これはアクセサリパ

ーツをセンサにする研究であり，アクセサリにヘルスケ

ア機能を搭載したものはなかった． 

そのため本研究では，ヘルスケアをおこないながらア

クセサリとして身につけられるものとして，ヘルスケア

機能を搭載したデザインの種類があるアクセサリの開

発を目的とする．また，その手法として，フィンガーブ

レスレット型疲労通知デバイス Jadwelry（ジェドウェリ

ー）を提案する． 

2 Jadwelry 

2.1 概要 

Jadwelry のコンセプトは，ヘルスケア機能を持ちなが

らアクセサリとして身につけることができる自然な見

た目のアクセサリである(図 1)．スマートウォッチのヘ

ルスケア機能には身体データ計測，睡眠データ計測，バ

イタルデータ計測などがあるが，Jadwelry ではアクセサ

リの外観を保つためにヘルスケア機能は疲労通知機能

の 1つに絞って実装する． 

動作は次のような流れとなる． 

 

1. 脈拍数の計測と送信：手首の裏側に取り付け

られた脈波センサを用いて脈拍数を計測し，

マイクロコンピュータ（ATOM Lite）に脈拍数

を送信する． 

2. 脈拍数を心拍数に変換：ATOM Lite のプログ

ラムで計算をおこない，脈拍数を 1分間の心拍

数に変換する． 

3. 心拍数から疲労度を計算：心拍数から疲労度

を算出する研究 [2] [3]を参考にし、ATOM Lite

のプログラムで疲労度の計算をおこなう． 

4-A. (疲労度が高い場合)LEDを点灯：心拍数の平均

から基準となる範囲を決定する．心拍数が基準

となる範囲外である場合に疲労度が高いと

ATOM Liteが判定し，LEDを点灯する． 

4-B. (疲労度が高くない場合)LEDを消灯：心拍数が

基準となる範囲内である場合，ATOM Liteが疲

労度は高くないと判定し，LEDを消灯する． 

 

実装したアクセサリの種類はフィンガーブレスレッ

トとした．フィンガーブレスレットはリングとブレスレ

ットを繋げたアクセサリである．アクセサリのパーツと

して使用できる材質が多く，異なる材質の組み合わせに

より，簡単にデザインの種類を増やすことができる．ま

た，脈波センサで心拍数を計測できる主な場所が指先と

手首であり，より直観的に疲労度通知を受け取るには指

先に通知を送るのが良いと考えたためフィンガーブレ

スレット型を採用した． 

 

2.2 使用機器 

システム構成に使用する機器は脈波センサ，ATOM 

Lite，ATOM TailBAT，LED，スターリングシルバー合金

の甲丸チェーンである．ATOM TailBATは ATOM Lite用

バッテリである． 先行研究 [1]よりスターリングシルバ

ー合金の甲丸チェーンは導電性があることが示されて

おり，アクセサリの外観を維持したまま機能を実装する

ため ATOM Liteと LEDを繋ぐコードとして採用した． 
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2.3 使用パーツ 

アクセサリ実装に使用するパーツはブレスレット，リ

ング台座，リング装飾である．ブレスレットは脈波セン

サと ATOM Lite，ATOM TailBATを腕に巻き付ける部分

であり，アクセサリチェーンや紐，布やラバー素材を使

用する予定である．リング台座はリング装飾を固定して

指にはめる部分であり，リング台座パーツやワイヤーを

使用する予定である．リング装飾は疲労通知に使用する

LEDをレジン液でコーティングをおこない，リングの装

飾に加工したものである．レジン液は紫外線で硬化する

着色可能な液体であり，型に入れて硬化することで，

LED のコーティングが可能な範囲で自由な色や形にす

ることができる．プロトタイプでは，球体と鉱石型を作

成した． 

 

3 プロトタイプ 

デバイスが脈波数を計測し，LED点灯の判定をおこな

うことができるか確認するためにプロトタイプを実装

した．プロトタイプでは次の 4つの部分を実装した． 

⚫ 脈波センサを用いて脈拍数を計測し，マイクロコ

ンピュータに脈拍数を送信する． 

⚫ 脈拍数を１分間の心拍数に変換する． 

⚫ 心拍数の基準値を決め，変換した心拍数が基準値

以下の場合は疲労度が高いと判定し，LED を点

灯させる． 

⚫ 心拍数の基準値を決め，変換した心拍数が基準値

以上の場合は疲労度が高くないと判定し，LEDを

消灯させる． 

プロトタイプでは心拍数の基準値は 70 とし，基準値

を下回った場合に疲労度が高いと判定させた．また，甲

丸チェーンではなく， GROVEケーブルを用いてプロト

タイプを実装した． 

プロトタイプを用いた検証の結果，心拍数の数値と計

測間隔は不安定だったが，心拍数が 70 以下になった場

合に LEDを点灯させることができた． 

実装したプロトタイプを図 2 に示す． スペックは表 1

の通りである． 
 
 

 
 
 
 

 
表 1 プロトタイプのスペック 

非装着時の長さ 30cm 

装着時の長さ 22cm 

重さ 45g 

バッテリの継続時間 1時間 30分 

 

4 おわりに 

 現在のプロトタイプでは疲労度を用いた判定ではな

く，心拍数で判定をおこなっている．そのため，本実装

では疲労度の計算を実装する．また，現在のプロトタイ

プでは LEDと ATOM Liteを接続している部分にコード

を使用しているため，はんだ付けで甲丸チェーンを取り

付ける予定である． 

 人により心拍数の平均と疲労度の基準は異なること

が予想される．そのため，起動後に装着者の心拍数の平

均を測り，心拍数の平均を基準として計算をおこなうこ

とで解決を図る予定である． 
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図 2 プロトタイプの外観．(a)表面．(b)裏面． 
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